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脳卒中の生命予後，機能予後に関する疫学的研究

CT所見を中心とした分類を用いた検討
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目的　脳卒中の生命および機能予後の改善のための地域対策に関する基礎的検討を行うことを目的として，

地域集団における近年の脳卒中の予後の実態を調査した。

方法　秋田，茨城の3農村集団（人口計4.7万人）の1988～92年の脳卒中発生者297例について，性別，発生

年齢層別，病型別（CT所見を中心とした基準を用いて分類）に脳卒中の30日後，1年後，3年後の生

存率と1年後，3年後の日常生活活動状況を比較検討した。

成績　CT所見を得られた症例は全297例中249例（84％）であった。全297例の30日後，1年後，3年後の生

存率は順に85％，70％，62％であった。全期間を通じて生存率は女子の方が男子に比べやや低い傾向を

示した。発生年齢層別（59歳以下，60-69歳，70-79歳，80歳以上）の生存率に関しては，発生後30日以

内の急性期において59歳以下が最も低率であったが，1年後，3年後は80歳以上で最も低かった。病型

別の生存率では，全期間を通じて脳室穿破を伴う脳出血，くも膜下出血，皮質枝系脳梗塞が低く，脳室

穿破を伴わない脳出血，穿通枝系脳梗塞は高かった。生存率に関する多変量解析（Coxの比例ハザード

モデル）を行った結果，最も生命予後の良好な発生年齢60-69歳に対して70-79歳，80歳以上では3年後

までの死亡リスク比がそれぞれ2.08, 3.80であり，病型では穿通枝系脳梗塞に対して脳室穿破を伴う脳

出血が3.46，くも膜下出血が3.38，皮質枝系脳梗塞が2.46と高いリスク比を示した。発生1年後ならび

に3年後の生存者の日常生活活動状況をみると，性別では男子より女子の方が，年齢層別では高齢であ

るほど，病型別では脳室穿破を伴う脳出血，皮質枝系脳梗塞に，要介助者が多い傾向にあった。要介助

となる要因に関する多変量解析（多重ロジスティックモデル）を行った結果，1年後では有意な性差は

なく，発生年齢層では60-69歳に対して80歳以上では要介助となるオッズ比が6.55であり，病型では穿

通枝系脳梗塞に対して脳室穿破を伴う脳出血が5.61，皮質枝系脳梗塞が4.53と高いオッズ比を示した。

3年後については70-79歳のオッズ比が有意になった。また，脳室穿破を伴う脳出血のオッズ比が2.98

と低下し，皮質枝系脳梗塞のオッズ比が6.06と上昇した。

結論　脳卒中の生命予後，機能予後は年齢，病型により異なることが示された。また，年齢を調整しても傷

害範囲の大きい病型で予後が悪いことが示された。いずれの病型についても発生予防のためには高血圧

対策を地域で進めることが重要であるが，発生後，地域でのケア・医療を進める際には年齢に加え，病

型についても考慮し，効率的な三次予防対策を進める必要がある。
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